
阿
南
市
の
文
化
財

　
　
　
　
　
阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

　
　
　
　
　
　
会
長
　
湯
浅
　
良
幸 

大
野
本
庄

　
大
野
本
庄
は
大
野
新
庄
が
立
券
さ
れ
る

ま
で
、
大
野
庄
と
称
し
て
い
た
。
庄
域
に

つ
い
て
は
各
論
あ
る
が
、
和
名
抄
の
那
賀

郡
大
野
郷
の
大
部
分
と
思
わ
れ
る
。「
徳

島
県
史
」（
第
二
巻
）
で
は
大
野
本
庄
及

び
大
野
新
庄
を
含
め
て
上
大
野
村
・
中
大

野
村
・
下
大
野
村
と
し
て
い
る
。「
阿
波

庄
園
考
」
で
は
旧
大
野
村
・
中
大
野
村
と

し
て
い
る
。
し
か
し
、
下
大
野
村
を
除
い

た
説
明
は
な
い
。

　
こ
の
庄
は
宝ほ
う

荘そ
う

厳ご
ん

院い
ん

領
で
、
鎌
倉
初
期

に
は
九
条
兼
実
の
所
領
で
あ
っ
た
。
宝
荘

厳
院
が
本
家
で
、
九
条
家
は
領
家
で
あ
っ

た
。

　
宝
荘
厳
院
は
長
承
元
（
一
一
三
二
）
年

十
月
、
鳥
羽
上
皇
の
御
願
に
よ
っ
て
京
都

白
河
に
お
い
て
建
立
さ
れ
た
御
願
寺
で
あ

る
。
藤
原
季
行
が
知
行
人
と
な
っ
た
よ
う

だ
。
季
行
は
大
治
五
（
一
一
三
〇
）
年
阿

波
守
に
補
任
さ
れ
た
。

　
そ
の
在
任
中
に
宝
荘
厳
院
が
建
立
せ
ら

れ
、
季
行
が
大
野
庄
の
寄
進
を
朝
廷
へ
奏

請
し
、
そ
れ
に
よ
り
領
家
職
を
取
得
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

　
平
治
元
（
一
一
五
九
）
年
閏
五
月
、
宝

荘
厳
院
領
注
進
状
に
よ
る
と
宝
荘
厳
院
御

庄
園
と
し
て
十
二
庄
が
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
「
阿
波
国
大
野
庄

季
行
卿
　
米
二
百
五
十
六
石
四
斗
三
升
　

油
四
石
二
斗
四
升
九
合
」
と
あ
る
。
　

　
こ
の
庄
園
は
鳥
羽
上
皇
か
ら
美
福
門
院

へ
譲
ら
れ
、
さ
ら
に
八
条
院
へ
伝
領
さ
れ

た
。
や
が
て
安
嘉
門
院
、
亀
山
上
皇
、
後

宇
多
上
皇
、
昭
慶
門
院
、
後
醍
醐
天
皇
へ

と
伝
領
さ
れ
た
。
元
徳
二
（
一
三
三
〇
）

年
正
月
二
十
八
日
、
後
醍
醐
天
皇
は
宝
荘

厳
院
領
を
東
寺
へ
寄
進
さ
れ
た
。

　
貞
和
二（
南
朝
・
正
平
元
＝
一
三
四
六
）

年
四
月
、
東
寺
文
書
に
よ
る
と
、
阿
波
国

守
護
細
川
頼
春
は
、
東
寺
に
は
庄
園
支
配

権
は
な
い
と
唱
え
、
東
寺
雑
掌
が
庄
園
内

へ
入
る
こ
と
を
拒
否
し
て
い
る
。
こ
れ
に

対
し
東
寺
は
黙
っ
て
い
ら
れ
な
い
。
東
寺

雑
掌
光
信
は
朝
廷
へ
守
護
職
の
越
権
横
暴

を
訴
え
出
た
。
朝
廷
（
光
厳
天
皇
）
で
は

早
速
、
幕
府
（
足
利
直
義
）
に
伝
え
、
守

護
の
押お
お

領り
ょ
う

を
停ち
ょ
う

止じ

さ
せ
た
。
と
こ
ろ
が
細

川
頼
春
は
こ
れ
を
無
視
し
、
押
領
し
つ
づ

け
た
。
東
寺
雑
掌
光
信
は
以
後
数
度
に
わ

た
っ
て
鎌
倉
へ
訴
え
続
け
た
。

　
た
と
え
ば
、
貞
和
二
年
卯
月
十
六
日
の

東
寺
文
書
に
よ
る
と
法
印
親
海
か
ら
別
当

法
印
に
対
し
光
信
の
申
状
を
早
々
朝
廷
へ

奏
聞
す
る
よ
う
催
促
し
て
い
る
。
四
月

二
十
一
日
に
は
東
寺
法
務
賢
俊
か
ら
日
野

大
納
言
資
明
に
願
い
出
て
い
る
。
六
月

十
一
日
に
は
資
明
か
ら
前
大
納
言
勧
修
寺

経
顕
に
院
宣
を
伝
え
た
。
さ
ら
に
七
月

二
十
三
日
に
は
経
顕
か
ら
こ
の
奏
状
を
左

兵
衛
督
足
利
直
義
に
伝
え
て
い
る
。

　
鎌
倉
幕
府
は
成
立
直
後
、全
国
に
守
護
・

地
頭
を
配
置
し
武
力
を
背
景
に
全
国
統
一

を
企
図
し
た
。
守
護
が
武
力
を
も
っ
て
庄

園
全
域
を
押
領
し
た
の
は
珍
し
く
な
く
、

庄
園
主
が
幕
府
に
対
し
て
守
護
の
横
暴
停

止
を
求
め
て
も
聞
き
入
れ
な
か
っ
た
の
は

当
然
で
あ
る
。
も
し
、
こ
れ
を
認
め
れ
ば

幕
府
そ
の
も
の
の
基
盤
が
崩
壊
し
か
ね
な

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
つ
づ
く
）

※
参
考
「
阿
南
市
史
」
第
一
巻

〈
其
の
77
〉

〈上〉

大野本庄があった上大野町。

 ■東儀秀樹×古澤巌　guest.上妻宏光
　 全国ツアー　２０１２　

日　時　９月１日㈯　17：30開場　18：30開演
場　所　市民会館
　「雅楽」の東儀、「西洋音楽」の古澤、「民謡」の上妻。
それぞれの音楽分野で独自の世界を築き、しかも新し
い音楽の世界を創り出している第一人者たち３人による
演奏会を開催します。
問い合わせは　市民会館（☎22－7000）へ

 ■第10回夢ホールコンサート出演者募集
　 （12月15日、16日開催予定）

応募資格	 ①大学・短期大学の音楽科を卒業された方
	 ②演奏活動を継続している団体（20歳以上）
演奏種目	 器楽、室内楽、声楽
	 ※ピアノソロの募集はありません。
演奏形態	 独奏、重奏、合奏、独唱、重唱、合唱
演奏方法	 原則として音響楽器を使用しない自然音
演奏時間	 15分程度
申込方法	 出演申込書（文化会館備え付け）を提出
	 してください。
参 加 費	 1人1,000円
申込締切日　９月３日㈪　
問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

 ■みんなでピアノ物語
　公募による出演者が「ニューヨークスタインウェ
イ」のグランドピアノを演奏します。
日　時　８月18日㈯、19日㈰　11：00開演
※出演者数により開演時間を変更する場合があります。
場　所　文化会館（夢ホール）
入場料　無料
※19日のＢの部（大学音楽科卒業の方）では来場の皆さま
による投票でオーディエンス賞を決定します。ご協力をお
願いします。
問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

 
 ■“お祭り”　紹介コーナー
　８月から９月にかけて各地で開催される祭りや
伝統行事の一部を紹介します。

※その他の地域についても市のホームページに掲
載していますのでご覧ください。
問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

あなん カルチャー

地区名 祭り名 開催時期 開催場所

羽ノ浦町 水神社祭り ８月15・16日 岩脇、古庄

大野地区

惣蔵神社、
八幡神社の神踊り

８月17日 惣蔵神社

８月18日 八幡神社

城内神社秋祭りと
祭文 ９月第２土・日 上大野町

城内神社境内

見能林地区

中林弐社神社
夏祭り ８月上旬 中林町

見能方・石仏八幡
神社秋祭り ９月中旬～下旬 見能林町

見能方・石仏地区

那賀川町
八幡神社秋祭り ９月13～15日 八幡

（八幡神社）

八幡神社秋祭り ９月10・11日 三栗
（八幡神社）

長生町
春日神社秋祭り ９月第３土・日 赤坂

（大原赤坂春日神社）

天神社秋祭り ９月最終の土・日 東天満
（天満宮）

新野町 皇子二所神社
祭礼 ９月21・22日 宮前

（円福寺隣境内）

第
２
回
か
ん
た
ん
天
体
写
真
教
室

デ
ジ
カ
メ
で
夏
の
大
三
角
を
撮
ろ
う

日
時
　
８
月
10
日
㈮
　
午
後
７
時
～
９
時

対
象
　
デ
ジ
カ
メ
を
お
持
ち
で
基
本
操
作

が
で
き
る
小
学
生
以
上
の
方

申
込
方
法
　
事
前
に
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員
　
30
人

参
加
料
　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０

円
、
小
・
中
学
生
２
０
０
円

夏
休
み
科
学
相
談　
（
無
料
）

　
科
学
セ
ン
タ
ー
の
指
導
員
が
、
夏
休
み

の
理
科
の
宿
題
や
自
由
研
究
の
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。

日
時
　
８
月
５
日
㈰
、
19
日
㈰
の
午
前
10

時
～
午
後
４
時

第
２
回
夏
休
み
星
空
教
室

　
星
座
早
見
を
作
り
、
夏
の
大
三
角
を
観

察
し
ま
す
。
小
学
４
年
生
で
学
習
す
る
内

容
に
あ
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

日
時
　
８
月
17
日
㈮
　
午
後
７
時
～
９
時

対
象
　
小
学
３
年
～
６
年
生

定
員
　
親
子
30
組
60
人

参
加
料
　
２
０
０
円
（
保
護
者
は
無
料
）

参
加
方
法
　
事
前
に
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
観
望
会

日
時
　
8
月
12
日
㈰
　
午
後
７
時
30
分
～

10
時

参
加
方
法
　
当
日
、
開
始
時
間
ま
で
に
科

学
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
悪
天

候
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。
予
約
不
要
。

参
加
料
　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０

円
、
小
・
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

お
も
し
ろ
実
験　
（
無
料
）　

　
夏
休
み
期
間
中
の
平
日
は
午
後
２
時
20

分
〜
、
土
・
日
曜
は
午
前
11
時
〜
と
午
後

２
時
20
分
〜
の
２
回
実
施
し
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム（
無
料
）

　
土
・
日
曜
、
夏
休
み
期
間
中
の
午
後
１

時
30
分
～
、
３
時
～
「
今
夜
の
星
空
と
流

れ
星
の
お
話
」

問
い
合
わ
せ
は
　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42
︲
１
６
０
０
）
へ

８
月
の
休
館
日
　

６
日
㈪
、
13
日
㈪
、
20
日
㈪
、
27
日
㈪
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ホームページアドレス　http://ananscience.jp/science/


